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深海調査映像の海洋底地球科学への利用可能性
Availability to the ocean floor geoscience of the deep-sea videos
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深海調査で得られた映像は、調査・採集が困難な深海底の地質・地形、深海環境の経時変化、極限環境における生物の
生育等成育等を知る上での貴重な情報源であり、海洋・地球科学における利用価値とその重要性は高い。例えば、深海生
物の観察映像はその行動を知る上で必要不可欠であり、海洋生物の多様性・分布情報を扱う統合データサイト「Biological
Information System for Marine Life（BISMaL）」では、映像の撮影位置情報を元に分布の可視化が行われている。

独立行政法人海洋研究開発機構地球情報研究センター（JAMSTEC/DrC）では、潜水調査船や無人探査機により撮影さ
れた膨大な深海調査映像に、撮影潜航調査のメタ情報や撮影内容（生物名や地質環境等）を付与し公開している。また、
映像動向の進展に合わせた深海調査映像の品質最適化や、深海調査映像から広範囲の深海底環境を再現するパノラマ技
術を用いた映像解析技術の導入を図るなど、海洋・地球科学における深海調査映像の研究データとしての利用価値向上
を目指している。
　
本発表では、JAMSTEC/DrCにおける深海調査映像の研究利用を促進するための取り組みの紹介とともに、海洋底地球

科学における深海調査映像の利用可能性について報告する。
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